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ニュｰカレドニアの地質と鉱物資源

ニュｰカレドニアというと南太平洋に浮ぶニッケル

の島であるというイメｰジがもっとも強い.それも当

然のことでニッケル資源のないわが国は太平洋戦以

前から多量のニッケル鉱石をこの国から購入しニッケ

ルを生産していたもので戦後25年以上におよぶ現在で

もなお年間300万トンにおよぶニッケル鉱石をこの

国から輸入していることも衆知の事実である.

次にこの国がフランス領であることも知られており

戦後の世界で大国の植民地が原住民の自覚によりつ

ぎつぎに独立している中でいまだに植民地として独立

からほど遠い位置におかれていることもフランス政府

のこの国についての資源その他に強い関心を示してい

ることにほかならない.人口はおよそ11万人うち

ヨｰロッパ人3万人内外であるがその大部分はフラン

ス人であり大部分は人口4万の行政府の所在地ヌメ

ア市に居住している.

ニュｰカレドニアは本島のほかに3つの小さな島か

らなりこれらの島喚を含めて総面積16,750km2の保

礁にかこまれた島灘より狂っている.本島は北西から

南東にほそ長くのびた延長約400km幅40～50km

(最大部)の島からなり地形的には西南部はラグ

ｰンサバンナからなる低地部が開けているカミ東北部

は概して山脈地帯よりたり1,OOOmクラスの山地となっ

ている.高い山としては北部のバニｰ山(1,628m)

南部のフォンボノレト山(1,634m)などがあり年聞の

①ヌメア市近傍の海水浴場.沖合にはサンゴ礁が保礁となり波はし

ずかである.

高範満

気温差は少なく住みやすい環境のもとにある.雨量

は島全体で地形的に支配されるため場所により変化

が多いが平均して南西海岸部で1,000mm以下東部

山脈地帯で3,000mm以上を示す.ただし日本と逆

方向の夏から秋にかけてのサイクロンの影響で多量の雨

がともなわれることも知られている.

ニュｰカレドニアの鉱山行政は本国政府から派遣さ

れた局長の下に鉱山地質局により行なわれ現在B.

R-G･M･との共同でニュｰカレドニアの5万分の1図

幅が作成されつつある.全図46図中16図が完成

1973年には全図幅が完成出版される予定である.これ

らの予算は6,800万フランであるといわれる.

ニュｰカレドニアの地質については従来からフラン

ス地質学者などにより研究されており1958年p.Ko-

c亘などにより地質報告書No.1が出版されておりま

た工AYIAs(1953年)などにより研究かつづけられてい

る.

これらの地質を要約すると本島中央部から北部に分

布するこの地方の基盤岩石と考えられている片麻岩から

千枚岩までの一連の変成岩帯は下部古生界の岩石を原

岩とし先二畳紀にみられた造山運動に起因するとして

いる.さらに三畳紀下部白亜紀から始新世に至る

海進とともに始新世における造山運動が著しいとしてい

る.

一方ニュｰカレドニア南方のニュｰジｰランドでも

②ニュｰカレドニアの植民地政庁議会.36議席があり第一党の

UniOnCaledOn五aのメンバｰの大半な原住民である.�
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同様にH.W.W･皿肚N(1956年)が提唱しているよ

うに二畳紀～ジュラ紀におよぶニュｰ'ジｰランド地

向斜の発達と中生代後期のランギタタ(Rangitata)地

殻変動に起因すると､習､われるワカチプ(Waたatipu)変成

岩帯の分布とも関連があるように推察される.G.W.

GR･N肌酊(1961年)はこの地向斜の発達は東方チ

ャサム(Chatham)島からニュｰカレドニアニュｰギ

ニアにまで連続するとしている.

H.L･DAYIs(1971)はパプア東部の超塩基性岩類

の研究の中で白亜紀に形成されたとする玄武岩斑粉
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⑥

ニュｰジランド地向

斜形成期におけるニ

ュｰカレドニアとニ

ュｰジｰランドとの

関係(FLE皿iINGに

よる1962)

岩累積成超塩基性(Cmu1usu1tramo丘｡s)岩石は始

新世のトｰナライトにより貫ぬかれておりこれらの複

合岩体は始新世～漸新世時代に他の白亜紀の堆積岩層

の上位に衝上げているとしている.そしてその原因は

オセアニア大陸の南からのプレｰトと太平洋プレｰト

との間のINTERACTIONによるとしている.

ニュｰカレドニアでは三畳紀から白亜紀にわたって

流紋岩粗面岩安山岩などの活動がよく知られこれ

らの活動とともに櫓曲運動も著しく前述のニュｰジｰ

ランド地向斜末期における造山運動火成活動との関連

をにおわせている.現在ニュｰカレドニアにおける

超塩基性岩体の主要なものは第三紀造山運動による北

東からの衝上運動に起因して貫入したものであろうとい

⑦始新世の堆積岩層上に分祢するかんらん岩体(トントウタの近く)

われる.

J･ATIAs等によると逆断層性構造運動により地背斜

的ブロックの上昇重力差による地殻のすべり角礫化

作…用橘出作用などの一連の活動がありその結果ニュ

ｰギニアソロモンニュｰカレドニアに連なる列島が

形成されだとしている.そしてニュｰカレドニナの.

超塩基性岩体は漸新世一中新世の間に太洋底地殻に接

したSia1icの周縁に対して西方からのマグマの衝上げ

があったことに起因するとしている.一方ニュｰカ

レドニアの地質学者の意見もこれらの岩体の形成はア

ルペン造山運動の末期多分始新世の形成期と考えてお

りさらに一部にはあとからのマントルの上昇もあ

ったのではないかと推論している.

以上のよう放考え方をもとにしてニュｰカレドニア

の超塩基性岩体は第三紀前期にほぼ形成されだというこ

とが推察される.

ニュｰカレドニアの超塩基性岩類の厚さはおよそ

2,000m以上におよびその岩体の主要岩石はかんらん

岩である･これらは始新世の玄武岩や堆積岩層の上

位にあり両者の境界面の関係は西海岸でゆるやかな

水平的な関係を示し部分的には数度の南々西の傾斜

を示すカミ東海岸では北北東20｡あるいはそれ以上の

角度を示し場合によっては45｡にもおよぶ傾斜を示す

こともある一最終的荏貫入岩体としての花商岩類が一

部に超塩基性岩類を貫ぬいてみられるがその分布は少

ない.

O.R.S.T,O.M｡のJ.H.GmmN,LJ.LAw㎜Nc掴

(1971年)により上記超塩基性岩体および花庸岩類を

下記のように分類している.

I)かんらん岩体

主要構成鉱物は含鉄質かんらん石頭火輝石クロｰム

尖晶石などであり岩質的狂変化は少ない.しかし生成

時の縞状構造やツンかんらん堵輝岩ハルツバｰジャでト

による細かいリズミカノレなバンドが離められることが多い.

H)ツンかんらん号および斑編岩体

I)の岩体の周縁部に分布し大きな岩体としてI)ψ)法体

を切ったり不規貝11な形でI)の黒体中に貫入している.

ツンかんらん岩の上部層はノｰライト質はんれい岩やアノｰ

ソサイト岩に漸移することも普通にみられる.

本岩体は斜方輝石単斜輝石斜長石などの増加Fe-Mg

鉱物申のFe量の増加クロｰム尖品石単斜輝石中の

A1203の増加のなどが特長的にみられる.

皿)石英閑緑岩および花筒閃緑岩体

この岩体はI)皿)を算ぬいて分布してレ､るがその分布

範囲は少次い.�
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策1表

ニッケル鉱石およ

び原淋の分析表

��

原砦有および鉱床の種類

変質ハルツバｰシャイト

変質ツンかんらん措*

層状鉱床(L中部)

じやもノ)岩質鉱床(下部)

採取場所

ピンピン付近

ボガタ付近

ボｰ近くの森林中

ホァ四一ジエリマ付近
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*DANsA.LAcRNIx(1943)の分析による.

以上の分類の中でI)I[)の超塩基性岩体中に含

まれるNiCuFeの硫化鉱物には磁硫鉄鉱輝コ

バルト鉱ペントランダイトブラボアイトマッキナ

ワイト針ニッケル鉱ビｰズレウッド石輝銅鉱キ

ュｰバ鉱黄銅鉱などがありそしていずれも蛇紋岩化

作用前に生成されており単体がかんらん石輝石など

の結晶粒闘集合庫間勢開あるいは結晶中の小さな

包裏物としても賦存していることが知られている.

とくにニッケルはこれらの初生岩体中では硫化鉱

物として賦存するのが普通であるが珪酸塩鉱物の結晶

構造の中にも入ってくることもあるとされている.す

べてのニッケル量について調査した結果硫化ニッケノレ

は輝石の多い岩石に多いという結果が現われている.

硫化相におけるNi/cu比はI)n)ともに高い

値を示しているがn)のはんれい岩に近接すると急

激に低下する傾向を示している.このことは転移部の

ウェブステライト(Websterite)中でFeとCuの硫

化鉱物が大量に含まれることを示している.そして

皿)の花開岩閃緑岩類中には磁硫鉄鉱とともに若干の

銅鉱物が伴われているがペントランド鉱は時々発見さ

れるのみであるとしている.

場所により発見されている堆積岩中のNiCuFe

鉱物の鉱染は初生岩石からの移動再配合により形成さ

れたものであると考えられている.

ヌメア鉱山局所有の記録から第1表のごとき分析表

が得られているがこれらの鉱床は原岩のニッケノレ含

有品位とともに風化作用の進捗度物理化学的条件の

変化あるいは有用金属の濃集の度合などに支配されるこ

とも多い.とくに従来の調査報告などを参考とする

と鉱床は⑪上層型と②基盤型にわけらんるとして

いる.

①の上層型は主としてハルツバｰジャイトヅン

かんらん岩からの風化残濯物でガｰニエライトがス

ポットあるいはフレｰク細脈状に風化変質ラテライト

質鉱石中に含まれるもので赤褐色～オレンジ芭粘土質

鉱石となり平均含水率は24%内外ガｰニエライト鉱

物の認められるものは最高4.5～6%のニッケル品位を

示しコバノレトの含有は少ない.普通広範囲に分布し

とくに商都地区に多く山地頂上部および山腹に多く賦

存する.

②の基盤型は原岩の縞状片理状構造を残すじゃも

ん岩からの風化残溜によるものでガｰニエライト鉱物

は肉眼的に認めることはむずかしい.暗緑色～淡緑色

を呈し含水率は前者①より多く33%にも達する.

ニッケル含有量はやや低く3.5～5%が最高でまたコ

バルトの含有率も高く()､6%内外を示すとされている.

要するに風化作用の程度により残溜するニッケル

が他の鉱物の中に吸着あるいは地形的に濃集されや

すい場所があるかあるいは流失と貯溜とのバランス

の関係から①②の型の鉱床に分類されているようで

ある.したがって普通の状態の場合には一つの鉱床

の形態の申で①②両者が存在することもある.

日本のニッケル鉱床(地質ニュｰス36号)における宮

川鉱山の場合においても上層型のラテライト質ニッケ

ル鉱床の基盤部位にはガｰニエライトを伴い既述の

②に相当すると思われるような鉱化層準が存在してい

ることも知られている.

⑧ガｰニエライト鉱看(含有ニッケル3.5%).鉱山局に試料として

保存陳列されているもの.興味をそそられるのは日本から輸入

されたと思われる1斗樽を置台として陳用している.�
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⑨ニュｰカレドニア南部地域のニッケル鉱床｡中腹部に探鉱をかねて運搬開発道路がつけられこれを便用したニッケル鉱の採掘

運搬が行なわれている.

現在ニュｰカレドニアで探鉱開発生産の行なわれ

ているニッケノレ鉱床はこのよう次ニッケル鉱物を含有

する岩石が風化分解しその中に含有するニッケノレ分

が濃集して形成された露天化残溜型鉱床である.

このような意味からその鉱床の賦存状況を把握するた

めには超塩基性岩石の分布をみるとほぼニュｰカレド

ニア本島の面積の1/｡約6,500km-2を占めており1南

部では100km×40kmにわたる広範囲の連続分布を示し

ている.鉱床は地表部が厚さ3～10mのラテライト

層その下位層の厚さ8～10mの含ニッケル層とに大

別できる･そしてこれらは地形により規制された

鉱層状のものと構造線断層などにともなう脈型の

ものとにわけられ鉱床の規模は数万トン～100万トン

と場所により変化がある.

鉱床をつくる主要鉱石鉱物は珪ニッケル鉱含ニッ

ケノレアンチゴライト合ニッケルサポｰナイトなどより

なり滑石海泡石などが主要な脈石となっている.

この珪ニッケノレ鉱はガｰニェライト(Gamierite)と

よばれ1865年ガｰニエｰル(G畑N醐)により発見さ

れたことにちなんでつけられた名称で.1905年カナ

ダのサヅドベリｰニッケノレ鉱床が発見されるまでは世界

最大の生産地であった.現在ニュｰカレドニアのニッ

ケル鉱埋蔵鉱量は世界のほぼ半分鉱石中含有ニッケ

ル量にして約5,000万トン〔Anna1esdesMines3月号1971

年による〕(粗鉱量33億トン品位Ni1.4～1.7%)

と考えられている.

またニュｰカレドニアにおけるニッケノレ生産能力は

1970年をべ一スとして含有金属量にして年間約12万

トンと推定されている.その内訳はフランスの国策

会社的性格をもっているノレ･ニッケル社のドニアンボ

工場において生産されるニッケルマットフェロニッケ

⑩ニッケル鉱採掘現場.中腹の支峯に数段の階段状の採掘切⑪

羽がもうけられている,

ニッケル鉱石の採掘.ラテライト質鉱石であるためほとんど火薬を使用する

二となくブルドｰザｰおよび回一ダｰを使用して採掘している,�
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ル中の含有金属量44,OOOトンと主として日本に輸出さ

れる鉱石中の含有金属量76,000トンである.

さらにニッケル生産増強計画として米国のカイザ

ｰ社との共同で行なわれているドニアンボ工場の拡張工

事第1次69,000トン/年第2次15,000トン/年で

ありこれらの計画は低品位ニッケノレ鉱処理の加工工

場であることが注目されている.そのほかニュｰカ

レドニア北部南部などで低品位のラテライト質ニッケ

ル鉱床の技術を含めた増産計画が注目されている.

チバジ(Tiebagh三)鉱

ピケ(Pique)鉱

�㈰�

53～54%

48～54

䙥伀

A1男O田

14～15%13～15%

12～156～12

�伀

13～15%

15～21

�㈰�

䙥伀

3.2～3.4

�㌀

ニッケノレ以外の鉱物資源についてはあまり注目され

ていないが1970年の試掘申請ではマンガン鉱7モ

リブデン鉱9銅および銅鉛亜鉛40その他4計60の

申請がたされ銅鉱床についてはB.R.G.M.による堆

積型鉱床の探査活動が行なわれていることも注目すべき

ものと思われる.以下従来の生産を基礎としてニッ

ケル以外の鉱種についてのべてみたいと思う.

クロｰム鉱

1958年の報告によると1953年ノレｰチエ(RoU咀I囲)

によりチバジ(Tiebaghi)山脈の南部超塩基性岩体

中に発見されている.鉱床は蛇紋岩化したツンかん

らん岩中に斑状縞状を呈してクロｰム鉱物が胚胎する

ものであり1952年74,000トンの生産が記録されてい

る.

その他同様の鉱床が23分布し同年には合計

10万トン内外の生産カミあったといわれ埋蔵鉱量はあき

らかではないが年間5～8万ト｡ンの生産能力があるも

のと考えられている.

当時の生産された鉱石品位は次の通りである.

その他海岸砂浜～沖積層中にも若干のクロｰム鉱

が含有されているという.

鉄鉱

鉄鉱石としてウアイル(Houai1ou)付近コネ(Ko-

nる)付近で磁鉄鉱イタビライトなどカミ発見されている

カミ経済性をもつと考えられるのは戦前(1941年)日

本に35万トン内外輸出されたこともあるというラテ

ライト褐鉄鉱であろう.これらのラテライトは超

塩基性岩石の風化残溜型鉱床で黄色赤～赤褐色の豆

粒状を呈し地表部1～5m内外の厚さで分布すること

が多くその分布は南部地区に多い,

プロニｰ(Prony)近くではFe54～56%Cr2.75

～3.Oo%A12031～3%Ni+CoO.1～O.6%の品位

を示すがリリアンス(Liliance)付近のようにNiの含

有量の多い部分もある.

ペナマックス(Penamax)計画として知られている

Amax杜とペナロヤ(Pennaroya)杜の合弁による含ニ

ッケルラテライト開発計画もこの地域で考えられている.

マンガン鉱

大部分は軟マンガン鉱硬マンガン鉱を含むワッド

として分布している.

ホヤ(Poy盈)地区の鉱石の品位は

���但�〳�㈰�椰㉃��佐㈰�

���㌮㌴��〳����爰����

(単位:%)(鉱山局分析)

であった.

⑫日本の会社から提供されたダンプトラックにて鉱再が荷役されて

いる､

⑬鉱石は曳船にて奉船にばこぱれる.�
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⑭チバジ鉱床のクロｰム鉱(R.L.STANT0N)周辺部は半透明の

クロｰム鉱で中央部はマグネタイトかあるいは鉄の多いクロｰ

ム鉱と考えられる.脈状部は蛇紋耕質部

⑮ピケ鉱床から採取されたクロｰム鉱の写真(偏光)

�����ぎ�

った､

⑯モンクｰダネ鉱床の二次鉱床中のクロｰム鉱

オｰアコ(Ouac0)付近で1957年当時稼行されたこと

のある“LaLme"鉱山の鉱床は堆積型鉱床で60m

×50mの範囲の拡がりをもつ小型鉱床であるが興味が

もたれている.当時の輸出鉱石品位は次のようであ

Mn48.50%Fe5.25～5.迅1%

S三〇望7.5～8.3%

銅鉱

銅鉱物としては始新世後の火山活動による火山岩類中

あるいは超塩基性火成岩体中に鉱脈鉱染状の黄銅鉱を

主とする銅鉱物が発見されているがまだ経済的価値の

あるものは発見されてい放い.ただ結晶片岩帯に層

状あるいはレンズ状を呈する含銅硫化鉱床カミ東北海岸

イアンジェンヌ(Hienghene)からフｰム(Pou㎜)に至

る聞に発見されておりB,R.G.M.はこのような堆積型

(?)鉱床を対象として広域的調査を実施している.

この地域の銅鉱床開発の記録は古く1875～1900年の

聞に約10万トンの鍋品位4.75～15%の鉱石が採掘され

銅1万トン内外を生産したという.

鉛亜鉛鉱

1884年北部のウｰジョア(OuegOa)地区の変成岩帯

⑰ニュｰカレドニアヌメア市にある

るいは白褐色の煤煙にて常によごれ

ル･ニッケル杜のニッケルマットフェロニッケル焦産τ場(全景)そのヒ空は赤褐色あ

こび)島独得の公害状況を示している,�
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中の風化部で硫酸塩鉱白鉛鉱緑鉛鉱などの酸化鉱

より在る塊状鉱床カミ発見され約3,000トンの鉱石を産

出したと伝えられている.

第2表1975年以後のニュｰカレドニア生産予想

金鉱

1870年ウｰジョア(Ouegoa)地方でプチット(Petite)

鉱床が発見されている.これも露天化残溜型の鉱床

で低品位硫化鉱床中に含まれる数9/tの金カミ風化作

用による富鉱化機構により採掘可能となったものと思わ

れる.

金の含有力茎みられるおもなものにはボヤ(Poya)付近

の火成岩中の含銅硫化石英脈(品位Au3～49/t)Thi･

付近あるいは北部の変成岩体がんらん岩中の石英脈

のほかボェボｰガラリノ(Pouebo-Gaユarino)オウｰ

デアオｰ(HauトDiahot)カナラ(Canala)などにみら

れる砂金鉱床が記録にのこっている.

その他の有用鉱物

燐鉱石石膏石炭などは一部探鉱が行狂われた程度

にとどまり水銀アンチモニｰタングステンモリ

ブデン重晶石も鉱物の産出記載があるのみである.

最後にニュｰカレドニアの鉱物資源についてはその

◎ル･ニッケル社(工場拡張)

◎ネオカレドニアニッケル社(ル

会社(プロジェクト名)�1970年�1973年�1975年�1975

����以後

◎ル･ニッケル社(工場拡張)�40�40�40�40

◎ネオカレドニアニッケル社(ル･�5�40�45�45

ニッケル杜カイザｰ杜(ネポイ����

工場建設����

◎カレドニア金属杜ル･ニッケル�一�10�40�40

社バチノ杜他(ポエム工場新設)����

◎コヒンバック社インコ杜他�一�一�30�45

◎ペナマックス社�一�一�5�50

計�45�90�160�220

織出鉱石(含有ニッケル80%)�65�70�70�70

総合計�110�160�230�290

■■����

(ニッケル含有量x1,OOOトン)

開発は一部にクロｰム鉱床の開発などがあったにして

もニッケノレに初まりニッケノレに終わるといっても過

言ではたくINCOとともにフランスの国策会社である

ノレ･ニッケル社の独占性がいちじるしくこの中に最

近になって外国資本技術の導入が徐々ではあるが

濠透しているのカミ現状でわが国としても今後の資源

対策上買鉱一辺倒から脱脚し長期ビジョンを考え

る時点にきているものと思われる.(筆者は鉱床部)
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…地学と切手

蔓鰯畷灘一

…灘鱗,､議

;･舳一地球化学者フェルス

･マン記念切手

一

P.⑭.

ξ

…1966年3月30目に発行されたソ連科学者シリｰズのう

…ちの1種である.

…フェノレスマン(A肥鵬a閉P臨re肚eBπqΦepcMaH)はす

…くれた鉱物学者地球化学者であるばかりでなく鉱物

…資源の探査者地質学の普及家としても知られている.

ξ彼は軍人の子として1883年11月8目ペテノレブノレグで生

…まれたが幼時はほとんどクリミヤ半島で過した.こ

書ごて彼の岩石学に対する愛情がはぐくまれた.1907年

…にモスクワ大学卒業.大学では鉱物学の講議をきき

;ヴェノレナドスキｰの指導を受けた.この間に結晶学

｢llψ1111'9111111911111-91■■1'“1111一'“'lI11一“一111.'91･l11一}l111.〇一1111一“11111'9'1,,一〇一1111-9'11111“l111..～lll'“･111IlO'一111-9.l1I■.か111'･111I1'9111111“'1
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化学鉱物学についての論文を5つ発表し鉱物学会かξ

ワゴｰ/レドシｰミツ/などに師事し帰国してモスワ1

ク大学の教授になったのは27歳の時だった･しかし翌1

年にツァｰの反動政策に反対して大学を追われている.ξ

…

10月革命後彼は新政府に協力し科学アカデミｰで研究…

をし衣カミらウラノレ～アルタイ地方コラ半島の地質鉱…

床調査の指揮をとった.著書としてはペグマタイト…

(1931)地球化学(1933～39)コラ半島の有用鉱物…

(1940)有用鉱床の地化学的･鉱物学的探査法(1940)…

などがある.彼は1945年5月20目死んだ.…

…

フェルスマンは地球化学を体系化する基礎的仕事をす…

るとともにそれを土台にして鉱床を開発することに重葦

要な役割りを果した.しかしそればかりで放く地質学の…

普及家としての彼の活動はとくにすぐれている.1928…

年にはすでに｢おもしろい鉱物学｣カ拙版され多くの外三

国語に訳されている.｢石の思い出｣(1940年)死後にξ

出た｢おもしろい地球化学｣なども日本で知られている･;
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